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論 文 内 容 の 要 旨

呼吸循環系に及ぼす肺内神経反射及び局所性反応の典型としての Bezold-Jarisch氏様反応は, 急性肺

塞栓においても観察せ られ呼吸系の変化としては, 換気の変化をもたらし, 循環系の変化と して は, 袷

派, 体低血圧, 肺高血圧を惹起せしめるものである｡ この現象は, 肺塞栓, ヒスタミン等の活性アミンの

投与などによって, 肺血管や冠血管の知覚神経終末が刺戟され, 肺の圧受容反射, 化学受容反射が誘発さ

れることによって惹起されるとされている｡ 本論文では, 家兎の急性肺塞栓にみられる呼吸循環系の変化

について観察 し, その際肺循環及び換気の変化が, 自律神経によりどのような影響を受けるか, また, 肺

塞栓に対しヒスタミンがどのように関与 しているかについても検討した｡

まず, 家兎にラボナール静脈麻酔下で, 頚静脈より硫酸バ リウムの乳濁液を注入 して, 急性肺塞栓を惹

起せ しめ, その際の体血圧, 肺動脈圧, 右室凪 左房圧の変化を straingaugemanometerを用いて測定

し, 同時に換気の変化を kymographionで描画, 測定 した｡ 測定の際, 必要に応 じて胸骨の正中切開に

よる両側開胸を行なった｡ 左房圧以外の圧の変動は, 硫酸バ リウム乳濁液注入後 2 - 3 秒後から始まり,

約10秒後に最大となり, 2分後には生存例では, ほぼ正常に復帰 し, 死亡例では, 循環虚脱に陥り, 心停

止を来たす｡ 圧の変化としては, 反射的な肺高血圧と体低血圧が特徴である｡ 呼吸の変動は, 硫酸バ リウ

ム乳濁液の注入後 5 - 6 秒より始まり, 生存例では, 一過性の低換気を経て, 過換気に移行するが, 死亡

例では, 低換気のまま無呼吸に陥いる｡

つぎに, 家兎に肺高血圧を惹起せしめる活性アミン (すなわち,adrenaline,noradrenaline,histamine)

投与群と, 肺塞栓及び右肺動脈結染群 とにおける肺高血圧の性質を比較検討 した結果, histamine投与群

及び右肺動脈結裂群が, 肺塞栓の場合と類以していることが判った｡ 更に, 自律神経の薬物学 的 遮 断 後

に, 同様の負荷を与えてみた結果, histamineが直接に平滑筋に作用 しているだけでなく, 交感神経を介

しても作用していることが判った｡ 換気の変化についても, histamineは肺塞栓類似の変化を惹 起 す る

が, この際には, 交感, 副交感のいずれが, 優位に関与しているかは, 明らかに出来なかった｡
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これ等のことから, 肺塞栓に於ける肺高血圧の原因として, 塞栓によって肺血管床が減少することと塞

栓によって histamine様物質が放出され, それが直接に亦, 交感神経を介 して肺血管を収縮せしめるこ

とが, 大きな原寓と考えられるO 呼吸の面では, 肺塞栓によって放出された histamine様物質が, 直接

に亦, 交感, 副交感神経を介して, 終末細気管枝を収縮せしめることによって, 換気の変化を惹起すると

思われる｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

急性肺塞栓症の際には, 呼吸循環系の変化として, 低換気及び過換気並びに体低血圧, 肺高血圧及び徐

脈等を伴う Bezold-Jarisch氏様反応が惹起される｡ 本研究の目的はその発現機序を明らかにしようとす

るものである｡ 実験動物としては, 家兎を用い, ラボナ｣ ル静脈麻酔下で頚静脈から硫酸バ リウム乳濁液

を注入して急性肺塞栓を惹起せしめ, その際の圧の変化を,straingaugemanometerで, また呼吸の変

化を kymographionで測定した｡

循環系では, 反射的に肺高血圧と体低血圧とが招来され, 呼吸系では反射性の低換気を経て過換気が招

来される｡ ヒスタミン, ノルア ドレナリン等の活性アミンを投与した場合や, 右肺動脈を結致した場合の

肺高血圧と, 肺塞栓時のそれとを, 圧の分析や自律神経遮断により比較検討した｡ その結果肺塞栓による

肺高血圧は, 塞栓による物理的な肺血管床の減少とその際に遊離されるヒスタミン様物質が血管平滑筋に

直接に, または交感神経を介して反射的に, 血管収縮をきたすことにより惹起されることが明らかになっ

た｡ また, 呼吸の変化は遊離されたヒスタミン様物質により呼吸性細気管枝が反射的に収縮することによ

り招来されると考えられる｡ この際には, 交感 ･副交感の両自律神経が関与するもののどとくである｡

本論文は学術上有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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